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◎「ウクライナ支援」 News Letter（8） 

２０２２年 9月 12 日 

                       ミッション・宣教の声 

黒田 禎一郎 

愛する皆様へ  

 

先週、私たちは「ウクライナ支援」として５回目の送金（献金１２０万円）を 

ドイツおよびルーマニアへ送ることができました。皆様方からの愛の献金は、総

額で３００万円ほどになりました。これは主にある愛と祈りによるものです。こ

こに心からの感謝とお礼を申し上げます。 

 

 プーチン・ロシア軍によるウクライナ侵攻が始

まり、もう７ヶ月近くになります。流血の戦争は一

向に止むことなく、一般人は日々戦火の中で死の

危険にさらされています。離散した避難民は１千

万人（正確な人数不明）を超え、欧州を中心に世界

各地います。彼らは死の恐怖から逃れ、ひと時の平

和を得られましたが、心は休まることはありませ

ん。彼らは言語・文化・生活の違いからくるストレ ＜贈られた貴重な野菜類＞ 

スを抱え、それに戦場にいる夫や息子たちの安否が心配の種です。出口が見えな

い厳しい戦争で、受給生活には限度があり、働く自立生活が求められています。

しかしそれは非常に困難です。多くのキリスト教会とクリスチャンたちは、親身

となり愛の奉仕によって、彼らを助けています。そのような彼らを見ると、私た

ちの出来ることは限られますが、愛の捧げ物による奉仕に参与させていただく

特権を覚えます。 

 

 半年以上も続く戦争で、「ウクラナイ支

援」の声は次第に弱まりつつあります。世

界では次々に問題が生じ、さらに混迷度が

増すステージに入りつつあります。ヨーロ

ッパの秋は短かくすぐに寒い冬に入り、ク

リスマスです。しかし、非常に厳しいクリ

スマスを迎えようとしています。どうぞ続

いてウクライナを祈り覚えてください。        

＜救援物資を運ぶ兄弟たち＞ 
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ここに何枚かの「ウクライナ支援」に関する写真をお届けします。 

 

 

＜ウクライナに到着した大型トラック＞ 

 

 

＜運搬する大型トレラー＞ 

 

※ この News Letterは不定期発行で、メール送信しています。 

皆様のお祈りとご支援に感謝します。 


